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2020.3地域おこし協力隊が行く！

編集担当・地域おこし協力隊　杉田

＼　第三回「どんどこ！巨大紙相撲大会 雷電東御場所に参加しました！　／

畑中 麻貴子
（観光地域づくり支援）
悔しいです…。
小学生のパワーに負けて
しまいましたよ…。

水間 源
（スポーツ振興支援）
惜しくも負けてし
まって残念ですね。
来年リベンジです。
来年もぜひよろしく
お願いします。

山本 恵子
（観光地域づくり支援）
悔しいです。優勝する
はずだったのに…。紙
相撲の足の安定感がな
かったので、来年は作
り方を考えなくちゃ！

和田 寛子
（観光地域づくり支援）
悔しかったですね～！
悔しかったです！でも
がんばりました…初出
場なのでね、来年もが
んばります！

　2 月16日（日）待望の雷電東御場所が中央公
民館で開催されました。山本・水間・和田・平井・
藤井・畑中・堀田隊員で初参戦。（協力隊の力士

「おこし山」のモデルになった下岡隊員は国体ス
キー出場のため、欠席）今年は参加チームが最

大の 32 チーム。会場は子どもから大人
まで満員御礼、ものすごい熱気でした。
　初戦、「おこし山」は土俵上をぐるっ

と回りながらも勝利～！！しかし二回戦
は、北御牧小学校 2 年生ねずみだるまに

あえなく敗退。あっけなく終わってしまった
今回の東御場所、来年も出場する気満々です。
力士のキャラクターや作り方を研究して挑んで
いきま～す！

協力隊の交流会に出席しました！
　長野県では、地域おこし協力隊ステップアップの研修として初
任者研修、スキルアップ研修、OB や OG を呼んだ交流会を実施
しています※。上田地域定住自立圏（上田市・東御市・青木村・
長和町・立科町・嬬恋村）のランチ交流会が上田市塩田公民館
で開催。調理実習室で総勢 14 名が 4 チームに分かれて、お豆
研究会の指導のもと豆腐づくりや、リンゴ丸ごとクレームブリュレ
とおからサラダを作りながら、和気あいあいと会話が進みます。
　このほか、大豆の炊き込みご飯やおから肉そぼろと盛りだくさ
んの大豆料理をいただきました。こうやって、地域も分野も様々な
活動をしている協力隊が集まって、信州の食を知り、ネットワーク
づくりが出来ることは今後の活動の展開にも大変励みとなります。

※ご参考までに
県内の地域おこし協力隊の活動状況（平成 31年 4 月1日時点）
地域おこし協力隊導入市町村数：68 市町村　隊員数：353名

平井 義一（農畜産物の生産進行支援） 藤井 幸子（文化振興支援）

隊員通信
堀田 光彦（地域づくり移住定住支援）

　東御市に移住してから半年が過ぎました。10 月の天
空の芸術祭を終えた後、片付けや今年の芸術祭に向け
て準備を始めています。
　その他、みまきアートクラブ主催のワークショップに
講師として参加させて頂きました。1 月 18・19 日には
短い時間で対象を捉えて紙に描くクロッキー大会を行
い、翌週の 25・26 日には砂の塊を彫って作るサンドアー
ト体験教室、2 月 2 日には猫の置き物を作る鋳金ワー
クショップを行いました。また、2 月 7 日に北海道で開
催された「第 20 回なよろ国際雪像彫刻大会 JAPAN 
CUP」にて初めての雪像に挑戦してきました。15カ国
19チームの中でTeam H( 保坂俊彦・堀田光彦・林真理 )
として出場し、7 個ある賞の中で観光協会会長賞を頂き
ました。
　天空の芸術祭実行委員と
して活動すると共に引き続
き彫刻家としての活動も続
けていきたいです。市内で
も砂像や雪像・鋳造などの
作品を作って発表していけ
ればと思っています。

「第20回なよろ国際雪像彫刻
大会JAPAN CUP」入賞作品
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